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「高齢社会対策大綱の策定のための検討会報告書素案」について 

若宮構成員 

多くの項目について詳細に記されており内容も充実していると感じた。 

今後は、高齢化が急速に進行していう中で、これらのすべての項目を如何に実行に移していく

かが問題と思われる。 

そこで高齢者としての立場からの意見も加えて下記をご提案したい。 

１．全国民が心身ともに自立することを目指す 

高齢者のみならず、すべての国民が「心身ともに極力自立する」ことを基本方針とする。

「何が起きても、まず自分のアタマでものを考えられる人間であることがこの不確実な時代

には重要」ということを常日頃から認識してもらうことが第一歩。これは、災害時に、また

詐欺らしき人への対応を迫られているときなどに直ちに適切な対応をするために必要だか

らである。独居でなく、たとえ家族と同居でも家族と常に一緒に居るわけではない。 

 また「問題発生時にはどこそこへ相談せよ」という指示は多いが、今は「#1110」などへの

電話相談もすぐには繋がらないことが多く、今後人手不足が進行すると更に難しくなる可能

性大と思われる。もちろん、ＡＩによるサポートも導入すべきであると思われるが活用には

限界があるのではなかろうか。 

２．真の生涯教育を充実させる。 

➀ 日本では教育について「子供の教育」には極めて熱心に取り組んでいるが、それ以降の

「生涯教育」への力の入れ方がやや手薄であると感じざるを得ない。昨今は社会の進歩、

変化が激しいので 10 代、20 代で学んだことは高齢期には陳腐化していることも多い。

年齢で途切れることのない教育システムがあってこそ、生涯教育と言えると思われる。

② 現在の地域での高齢者教育も、いまだ「わが町の歴史と文化」のような文系的なものに

偏っていることころも多い。もっと、今の社会に必要な、テクノロジー、デジタル、科学

など理系の科目、金融や法律など社会生活に必要な事項も対象とすべきと思われる。 

 また、自治体で取り組んでいただいているデジタル教育も「スマホの操作手順」などが

中心で、基本的な論理より「ワザ・手仕事」的なものが多い。高齢者も、今後は更にひど

くなる「人手不足」という現実に付き合っていかなくてはならず、介護、家事など向けの

家庭内の作業も機械化が進まざるを得ない。更に高齢者は小学校で理科という科目を十分

に学んでいないことも考えた上でご検討をお願いしたい。 

 また、ここでいう学習の多くは、オンラインで学ぶことになるので、そういう意味でも、

先ずオンラインでの学習方法を教育する必要があると思われる。 

３．社会・地域全体を高齢者が使い易い安全な場所にする 

➀ 使い易く

ペットボトルのフタが開かない（水分補給のため出先で飲みたいときに困る） 



   コート掛けのフックの位置が高すぎて手が届かない。 

 階段に手すりがなくて怖い（特に降りるとき） 

  ② 安全性を高めて 

   エスカレーターは乗っている人には停止できない。 

 

４．介護の機械化、家庭内の機械化の推進 

海外では人力による介護で「介護者が要介護者になること」を防止するため「介護の機

械化」を進めている。日本の場合、仮に機械を導入しようとしても、集合住宅などでは「家

が狭く、機械を使った介護」が困難な場合も多いが、日本の住宅事情でも対応可能な機器

の開発を促進していただきたい。 

 

５．年齢の輪切りで高齢者の権利を奪わないで 

    商品・サービスの中には「ご契約にあたっては、○○歳以上の方はご家族ご同伴で」と

いうケースが多い。「エイジズム」はジェンダーギャップと同様に考えることは無理では

あるが、例えばスマホの機種変更の際など、デジタル推進委員が家族に代わって同伴（含

オンライン）できるようにするような配慮が必要ではないか。 

スマホの契約時など「オンラインでの契約は６５歳以下の方に限定」というのもあるが、

これも年齢による差別ではないか。 

 

６．高齢者にかかわる困りごとを聞き入れてくれる窓口が必要 

高齢者対策は、高齢者のためばかりでなく、高齢者と接点のある人たちの問題でもある。 

   いずれ、高齢者問題を一括して扱う窓口「老人庁」のような組織が必要となるのではない

かと思われる。 

 

以 上 


